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文
部
科
学
省
が
日
本
博
物
館
協
会
に
委
託

し
た
日
独
交
流
事
業﹇
註
1
﹈
に
参
加
し
、
ド
イ

ツ
の
博
物
館
教
育
の
現
場
を
見
る
機
会
を
得

た
。
二
〇
一
二
年
九
月
十
三
日
か
ら
ベ
ル
リ
ン
と

ゾ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
一
週
間
ず
つ
滞
在
し
、
六
名
の

日
本
各
地
の
博
物
館
教
育
担
当
学
芸
員
と
と
も

に
、
美
術
館
、
歴
史
博
物
館
、
産
業
博
物
館
、
民

族
学
博
物
館
、
子
ど
も
博
物
館
な
ど
二
十
館
あ

ま
り
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
視

察
、
関
係
者
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
博
物
館
教
育
の
歴
史
は
さ

ほ
ど
古
く
な
い
。
一
九
八
〇
年
代
か
ら
徐
々
に

広
が
っ
た
と
さ
れ
、
日
本
と
大
差
は
無
い
。
職
員

数
に
し
て
も
、
常
勤
の
教
育
担
当
職
員
は
館
に

一
人
か
ら
三
人
程
度
で
、
大
所
帯
を
誇
る
英
米

の
博
物
館
教
育
部
な
ど
の
規
模
に
は
及
ば
な
い
。

し
か
し
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
量
は
日
本
よ
り
は

る
か
に
多
い
。

　

博
物
館
ご
と
の
教
育
事
業
に
つ
い
て
は
、
派

遣
者
に
よ
る
詳
細
な
報
告
書﹇
註
2
﹈
が
す
で
に

刊
行
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
稿
で
は
ド
イ
ツ
の

博
物
館
教
育
を
支
え
る
人
や
組
織
な
ど
の
仕
組

み
を
紹
介
し
、
そ
の
教
育
観
に
つ
い
て
考
察
し

て
み
た
い
。

担
う
人
々

　

ド
イ
ツ
に
は
約
六
〇
〇
〇
の
博
物
館
施
設
が

あ
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
で
行
わ
れ
、
教
育
普
及

事
業
の
柱
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

で
あ
る
。
実
際
に
ガ
イ
ド
す
る
の
は
多
く
の
場

合
、
博
物
館
や
支
援
組
織
と
契
約
し
て
い
る
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
の
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
だ
。
教
育
担
当

職
員
は
、
部
門
全
体
の
管
理
・
運
営
す
る
立
場

と
な
る
。

　
「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
記
念
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
現

存
す
る「
壁
」
に
沿
っ
て
野
外
展
示
を
巡
る
予

約
制
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
年
間
約
一
二
〇
〇
回

行
わ
れ
て
い
る﹇
写
真
1
﹈。
こ
れ
を
行
う
の
は
、

自
作
の
コ
ン
セ
プ
ト
・
プ
ラ
ン
に
よ
る
ツ
ア
ー
実

演
の
審
査
を
経
て
採
用
さ
れ
た
、
十
二
人
の
契

約
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
た
ち
だ
。
彼
ら
は
採
用
後

も
、
職
員
の
同
行
に
よ
る
定
期
的
な
評
価
を
受

け
て
、
そ
の
ガ
イ
ド
の
質
を
保
つ
よ
う
努
め
て

い
る
。

　

ド
イ
ツ
最
大
の
歴
史
博
物
館
で
あ
る
ベ
ル
リ

ン
の「
ド
イ
ツ
歴
史
博
物
館
」
に
は
、
五
十
種
類

ほ
ど
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
あ
る
。
教
育
部
門
の

管
理
職
二
名
の
も
と
、
二
年
契
約
の
専
門
職
で

あ
る
歴
史
系
と
美
術
系
の
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
十

四
名
が
ガ
イ
ド
を
担
当
し
、
教
員
に
対
す
る
講

義
や
研
修
も
行
う
。
採
用
は
非
常
な
高
倍
率

で
、
博
士
号
所
持
者
も
多
い
。

支
援
組
織
と
行
政

　

契
約
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
と
博
物
館
を
結
び
つ
け

る
組
織
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
四
十
年
前
に
子
ど

も
の
放
課
後
支
援
組
織
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
今

で
は
五
十
人
以
上
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
契
約
エ

デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
を
ベ
ル
リ
ン
の
美
術
館
に
派
遣
し

て
い
る〝Ju

gen
d

 im
 M

u
seu

m
 e.V

.

〞（
社
団

法
人「
若
者
を
博
物
館
へ
」、
以
下JiM

）だ
。

　

四
五
〇
〇
平
米
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
持
つ
大

型
の「
ベ
ル
リ
ン
近
代
美
術
館
」は
、
こ
のJiM

に

五
年
契
約
で
教
育
事
業
を
委
託
し
て
い
る
。JiM

か
ら
派
遣
さ
れ
た
五
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
常
駐

し
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
ア
ト
リ
エ
を
使
っ
て
、
音
楽

や
ダ
ン
ス
も
含
め
た
幅
広
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
っ
て
い
る﹇
写
真
2
﹈。　

　
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
資
料
館
」
は
、
教
育
担
当
職
員

が
広
報
を
兼
任
す
る
一
名
の
み
で
、
ア
ト
リ
エ
も

持
た
な
い
。
し
か
しJiM

か
ら
契
約
エ
デ
ュ
ケ
ー

タ
ー
が
七
名
派
遣
さ
れ
、
多
く
の
教
育
事
業
を

行
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
保
育
園
対
象
の
五
回

連
続
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
初
回
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、

二
回
目
以
降
は
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
が
保
育
園
に

出
向
い
て
行
う
。
私
た
ち
は
そ
の
初
回
に
あ
た

る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
視
察
し
た
。
触
っ
た
り

組
み
立
て
た
り
し
な
が
ら
、
子
ど
も
の
言
語
活

動
を
促
す
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
移
民
の
多
い
ベ

ル
リ
ン
で
、
母
語（
ド
イ
ツ
語
）教
育
と
し
て
の
側

写真1  「ベルリンの壁記念センター」で野外ガイドツアーを行う契約エデュケーター

一
條
彰
子

ド
イ
ツ
の
博
物
館
教
育
リ
ポ
ー
ト

教
育
普
及

写真2  「ベルリン近代美術館」の常設展示室内でワークショップを行う派遣アーティスト
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表紙： 竹内栖鳳《ベニスの月》1904年  絹本墨画  222.0×174.0cm  髙島屋史料館蔵

を
比
較
す
る
と
い
っ
た
よ
う
な
、
単
純
な
歴
史
観

に
つ
な
が
る
展
示
は
避
け
ら
れ
て
い
る
。
前
述
の

「
ド
イ
ツ
歴
史
博
物
館
」
も
、
そ
の
教
育
目
標
を

「
来
館
者
に
多
様
な
視
点
を
与
え
、
来
館
者
が
歴

史
上
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
自
ら
判
断
す
る
こ
と

を
手
助
け
す
る
」こ
と
と
表
明
し
て
い
る
。

　

多
様
な
視
点
を
促
し
て
い
る
の
は
、
博
物
館

の
展
示
資
料
だ
け
で
は
な
い
。
首
都
ベ
ル
リ
ン

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
の
記
憶
や
痕
跡
が
埋

め
込
ま
れ
た
街
で
あ
る
。
国
会
議
事
堂（
ラ
イ
ヒ

ス
タ
ー
ク
）内
の
現
代
美
術
作
品
や
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト

記
念
碑
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
犠
牲
者
の
プ
レ
ー
ト

な
ど
、
街
を
歩
け
ば
い
た
る
所
で
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

や
ア
ー
ト
に
出
会
う
。
街
自
体
が
、
歴
史
や
社
会

的
課
題
と
向
き
合
う
博
物
館
と
し
て
機
能
し
て

い
る
と
も
い
え
よ
う
。

　

教
育
観
に
つ
い
て
は
、
世
界
的
な
共
通
理
解
と

な
り
つ
つ
あ
る「
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー（
主
要
能

力
）」の
影
響
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
現
代
人
に

は
基
礎
学
力
だ
け
で
は
な
く「
変
化
に
対
応
す
る

力
、
経
験
か
ら
学
ぶ
力
、
批
判
的
な
立
場
で
考
え

行
動
す
る
力
」も
必
要
だ
と
す
る
概
念
で
、
日
本

で
も
学
習
指
導
要
領
の「
生
き
る
力
」に
反
映
さ

れ
て
い
る
。
ボ
ン
で
見
学
し
た
、
州
の
博
物
館
教

育
者
会
議
の
基
調
講
演
も
、「
過
去
の
知
識
を
覚

え
る
こ
と
よ
り
も
、
今
に
生
き
る
子
ど
も
自
身
が

歴
史
を
ど
う
捉
え
る
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」と
し
て
、コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に
言
及
し
て
い
た
。

　

私
た
ち
の
訪
独
の
二
カ
月
後
、
今
度
は
ド
イ

ツ
か
ら
博
物
館
教
育
担
当
者
七
名
が
来
日
し
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面
も
併
せ
持
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

博
物
館
教
育
支
援
組
織
と
連
携
す
る
ベ
ル
リ

ン
の
シ
ス
テ
ム
は
、
同
じ
よ
う
に
人
材
不
足
や
設

備
面
で
悩
む
日
本
の
博
物
館
に
と
っ
て
参
考
に

な
る
と
思
わ
れ
た
。
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
の
交
流
に

よ
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
質
が
保
た
れ
る
こ
と
も
利
点

で
あ
る
。
日
本
で
は
今
、
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

果
た
す
役
割
が
大
き
い
が
、
今
後
活
動
を
拡
充

す
る
た
め
に
は
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
導
入
も
検
討

す
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
も
っ
と
も
ド
イ
ツ
で
は
、
同
じ
業
務
に
は
同

じ
賃
金
が
支
払
わ
れ
る
べ
き
と
い
う
労
働
観
が

あ
り
、
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
し
に
く
い
と

い
う
事
情
も
あ
る
よ
う
だ
。

　

行
政
的
な
支
援
も
見
逃
せ
な
い
。
デ
ュ
ッ
セ

ル
ド
ル
フ
市
は
、「
文
化
リ
ュ
ッ
ク
」と
い
う
文
化

教
育
政
策
を
五
年
前
か
ら
掲
げ
て
い
る
。
こ
れ

は
市
の
小
学
生
全
員
を
、「
オ
ペ
ラ
に
一
回
、
美

術
館
に
一
回
、
ダ
ン
ス
に
一
回
、
演
劇
に
一
回
」

招
く
も
の
だ
。
子
ど
も
の
頃
の
文
化
体
験
は
、一

生
背
負
え
る
リ
ュ
ッ
ク
の
よ
う
に
貴
重
で
あ
る
と

い
う
考
え
に
基
づ
く
。
こ
の
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ

市
と
二
十
五
年
前
か
ら
契
約
し
て
、
子
ど
も
の

芸
術
活
動
を
支
援
し
て
い
る
の
が
非
営
利
団
体

「A
K

K
I

」で
あ
る
。
市
か
ら
の
文
化
助
成
や
建
物

の
提
供
を
受
け
て
活
動
し
、
二
七
〇
人
の
子
ど

も
が
夏
休
み
の
三
週
間
に
わ
た
っ
て
参
加
す
る

「
街
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」な
ど
を
行
っ
て
い

る
。AK

K
I

は
同
市
内
の「
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ

ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
立
美
術
館（
K
20

・

K
21
）」

と
も
良
好
な
関
係
に
あ
り
、
地
域
行
政
・
文
化

施
設
・
N
P
O
が
、
時
間
を
か
け
て
連
携
を
構

築
し
て
い
っ
た
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

博
物
館
教
育
が
目
指
す
も
の

　

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
標
は
、
博
物
館
ご
と

に
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
使
命
）
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
基

づ
い
て
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

例
え
ば
、
前
述
の
K
20
・
K
21
は「
参
加
と
能

動
」と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
、
近
現
代
美
術
に

親
し
む
体
験
を
重
視
し
て
い
る
。
ゾ
ー
リ
ン
ゲ
ン

郊
外
の「
リ
ン
ド
ラ
ー
野
外
博
物
館
」
は
、
宿
泊

や
調
理
を
通
し
て
一
九
世
紀
の
農
村
文
化
を
知

り
保
護
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
教
育
目
標
か
ら
見
え
て
く
る
の
は
、

多
面
的
な
展
示
や
体
験
学
習
を
通
し
て
、
来
館

者
に
自
分
自
身
で
資
料
を
解
釈
し
て
も
ら
お

う
と
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
知
識
や
情
報
を
与
え

る
だ
け
で
は
な
く
、
来
館
者
の
博
物
館
活
用
力

（
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
リ
テ
ラ
シ
ー
）
の
向
上
を
も
目
指

し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
そ
こ
に
は
、
歴
史
観

と
教
育
観
と
い
う
二
つ
の
側
面
が
関
わ
っ
て
い

る
と
考
え
る
。

　

ド
イ
ツ
の
歴
史
は
複
雑
で
あ
る
。
一
九
四
五

年
以
降
の
ド
イ
ツ
史
を
扱
う
、
旧
首
都
ボ
ン
の

「
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
歴
史
博
物
館
」
は
、
冷
戦

時
代
の
東
西
ド
イ
ツ
の
生
活
文
化
を
、
左
右
に

同
時
進
行
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
私

た
ち
の
通
訳
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
来
館
者

に
は
東
ド
イ
ツ
出
身
者
も
多
く
、
東
西
の
優
劣

た
。
最
終
日
の
評
価
会
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
未
就
学

児
教
育
、
博
学
連
携
、
学
力
観
、
博
物
館
評
価
、
研
修
、

平
和
教
育
と
、
実
に
多
岐
に
わ
た
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

両
国
の
出
席
者
で
話
し
合
っ
た
。
日
独
の
博
物
館
教
育

に
は
共
通
す
る
課
題
も
多
い
。
こ
の
経
験
を
今
年
の
派

遣
者
に
つ
な
げ
、
さ
ら
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て
い
き

た
い
と
思
う
。

（
企
画
課
主
任
研
究
員
）

註1

平
成
二
十
四
年
度「
日
独
青
少
年
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー
B
3
」

（
テ
ー
マ
：
博
物
館
に
お
け
る
青
少
年
教
育
）。

2　

ド
イ
ツ
派
遣
者
ら
に
よ
る
報
告
書
は
、
日
本
博
物
館
協
会

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。
本
稿
で
紹
介
で
き

な
か
っ
た
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
、
子
ど
も
向
け
展
示
、
音
声
ガ
イ
ド

な
ど
の
補
助
ツ
ー
ル
、
鑑
賞
教
材
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
流
行
し

て
い
る「
誕
生
日
会
」イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
博

物
館
ご
と
に
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
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